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当院では、正面玄関や病棟に「ふれあいの

箱」というご意見箱を設置しておりますの

で、当院に対するご意見・ご要望等ござい

ましたらご遠慮なくお聞かせください。 

理事長 前田隆史 

 

 

 

今
月
の
一
言 

〔純
心
会
理
念
〕 

信
頼
さ
れ
る
医
療 

想
い
と
優
し
さ
の
伝
わ
る
ケ
ア 

私
た
ち
は
そ
れ
を
目
指
し
ま
す 

○
今
月
の
一
言
・
・
・
・
・
・
・
・
・
理
事
長 

○
南
部
小
学
校
生
慰
問
・
・
・
こ
く
ぶ
ん
じ
荘 

 

○
腸
チ
フ
ス
・
パ
ラ
チ
フ
ス
に
つ
い
て 

○
旬
の
素
材
で
簡
単
料
理
・
・
・
・
・
・
給
食 

 

ツ
ツ
ジ
が
満
開
に
な
り
散
り
か
け
た
こ
ろ
入
れ

替
わ
る
よ
う
に
サ
ツ
キ
が
咲
き
始
め
ま
し
た
。 

日
、
香
川
県
で
は
５
年
ぶ
り
に
５
月
の
梅

雨
入
り
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
梅
雨
入
り
が
早

い
と
夏
は
猛
暑
か
冷
夏
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
今
年
は
梅 

雨
の
期
間
は
雨
量 

が
多
く
梅
雨
明
け 

後
は
猛
暑
に
な
る 

と
予
想
さ
れ
て
い 

ま
す
。
農
作
物
や 

水
不
足
な
ど
心
配 

で
す
ね
。 

 

専 

門 

外 

来 

消化器内科 前田純 河野寿明 泌尿器科 多田羅潔 

消化器外科 鈴木康之 隈元謙介 小児科 濱田嘉徳 辻正子 

呼吸器外科 加藤歩 皮膚科 森上徹也 

糖尿病外来 鈴木一永 谷口洋   

 

平成 30 年 6 月 診療予定表 

（午前：9:00～12:00 午後：3:00～6:00）   ※予告無く変更となる場合があります。 

日 曜日 
午前診 午後診 

糖尿病 当直 
内科・一診 内科・二診 内科・三診 小児科 内科・一診 内科・二診 内科・三診 皮膚科 

1 金 佐尾山 多田羅  辻 佐尾山    鈴木一 本田 

2 土 前田純 鈴木康  濱田 前田純     高橋 

3 日 休 診（日直 高橋） 三谷 

4 月 前田純 前田隆 加藤 濱田 前田純 多田羅  森上  竹﨑 

5 火 前田純 河野 佐尾山 辻 佐尾山 河野    河野 

6 水 岸 多田羅 佐尾山 濱田 岸     岸 

7 木 佐尾山 多田羅  辻 佐尾山 隈元    山田 

8 金 前田隆 多田羅 佐尾山 辻 佐尾山      

9 土 前田純 鈴木康  濱田 前田純     桑原 

10 日 休 診（日直 桑原） 阪梨 

11 月 前田純 前田隆 加藤 濱田 前田純 多田羅    竹﨑 

12 火 前田純 河野 佐尾山 辻 佐尾山 河野    河野 

13 水 岸 多田羅 佐尾山 濱田 岸     岸 

14 木 佐尾山 多田羅  辻 佐尾山 隈元    山田 

15 金 前田隆 多田羅  辻 佐尾山    鈴木一 本田 

16 土 前田純 鈴木康  濱田 前田純    谷口 桑原 

17 日 休 診（日直 桑原） 渡部 

18 月 前田純 前田隆 加藤 濱田 前田純 多田羅  森上  竹﨑 

19 火 前田純 河野 佐尾山 辻 佐尾山 河野    河野 

20 水 岸 多田羅 佐尾山 濱田 岸     岸 

21 木 佐尾山 多田羅  辻 佐尾山 隈元    山田 

22 金 前田隆 多田羅  辻 佐尾山    鈴木一 本田 

23 土 前田純 鈴木康  濱田 前田純    谷口 高橋 

24 日 休 診（日直 高橋） 渡部 

25 月 前田純 前田隆 加藤 濱田 前田純 多田羅    竹﨑 

26 火 前田純 河野 佐尾山 辻 佐尾山 河野    河野 

27 水 岸 多田羅 佐尾山 濱田 岸     岸 

28 木 佐尾山 多田羅  辻 佐尾山 隈元    山田 

29 金 前田隆 多田羅  辻 佐尾山    鈴木一 本田 

30 土 前田純 鈴木康  濱田 前田純     三谷 

 

 

こ
く
ぶ
ん
じ
荘
で
は
、
こ
く
ぶ
ん
じ
南
部
小
学

校
の
生
徒
が
慰
問
に
来
所
さ
れ
ま
し
た
。
入
所

者
と
い
っ
し
ょ
に
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
楽
し
く
お
話 

し
た
り
と 

有
意
義
な 

時
間
を
過 

ご
さ
れ
ま 

し
た
。 
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六
月
十
二
日
に
米
朝
首
脳
会
談
が
あ

り
ま
し
た
。
両
国
首
脳
は
、
個
人
的
に
は

お
互
い
の
敵
対
意
識
を
和
ら
げ
た
会
談

で
し
た
。
し
か
し
、
具
体
的
に
は
世
界
の

人
々
が
納
得
し
き
れ
る
結
果
に
は
な
っ

て
い
ま
せ
ん
。
北
朝
鮮
の
核
の
廃
棄
に
は

相
当
な
期
間
が
必
要
で
し
ょ
う
。 

話
し
は
変
わ
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
前
に

あ
っ
た
日
大
の
ア
メ
フ
ト
問
題
、
更
に
政

治
的
に
は
、
森
友
・
加
計
問
題
、
更
に
小

児
虐
待
に
よ
る
死
亡
問
題
等
々
、
国
民
の

心
に
雲
が
か
か
る
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。

虐
待
死
以
外
の
問
題
は
、
殆
ど
が
組
織
の

危
機
管
理
の
不
備
に
よ
る
も
の
で
し
ょ

う
。
何
か
あ
れ
ば
減
給
停
職
、
ト
カ
ゲ
の

尻
尾
切
り
等
で
幕
引
き
を
は
か
ろ
う
と 

し
ま
す
。 

昨
日
も
加
計
学
園
の
加
計
孝
太
郎
理

事
長
の
記
者
会
見
が
あ
り
ま
し
た
が
、
大

臣
の
釈
明
の
仕
方
と
同
じ
で
あ
り
釈
然

と
し
ま
せ
ん
。
う
そ
を
隠
し
て
話
し
を
し

て
い
る
と
し
か
思
え
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
引

き
か
え
、
日
大
ア
メ
フ
ト
事
件
の
加
害
者

の
宮
川
君
の
会
見
は
立
派
で
し
た
。
見
て

い
る
者
の
心
を
打
ち
ま
し
た
。
彼
は
今
後

ど
の
よ
う
な
進
路
に
入
ろ
う
と
素
晴
ら

し
い
人
生
を
歩
ま
れ
る
で
し
ょ
う
。 

 

昨
日
、
サ
ム
ラ
イ
ブ
ル
ー
が
奇
跡
を
起

こ
し
ま
し
た
。
Ｉ
Ｔ
占
い
、
イ
ン
コ
の
占

い
な
ど
日
本
敗
戦
を
予
想
し
て
お
り
、
国

民
も
勝
つ
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
見
事
勝
ち
抜
い
た
サ
ム
ラ

イ
ブ
ル
ー
の
勝
利
で
、
そ
れ
ま
で
の
イ
ヤ

な
感
情
が
一
時
ふ
っ
切
れ
た
思
い
で
す
。

日
大
の
宮
川
君
の
会
見
を
思
い
出
し
、
サ

ム
ラ
イ
ブ
ル
ー
の
勝
利
を
目
の
当
た
り

に
見
て
ホ
ッ
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、

又
、
明
日
へ
の
取
り
組
み
に
気
持
ち
が
入

り
ま
す
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腸
チ
フ
ス
と
パ
ラ
チ
フ
ス
の
症
状
は
ほ
ぼ

同
じ
で
す
が
、
一
般
に
、
腸
チ
フ
ス
に
比
べ
て

パ
ラ
チ
フ
ス
の
症
状
の
方
が
軽
症
で
す
。 

口
か
ら
入
っ
た
菌
が
腸
の
リ
ン
パ
節
の
な

か
で
増
殖
し
て
潰
瘍
を
つ
く
る
一
方
で
、
血
流

に
乗
っ
て
菌
が
全
身
に
広
が
り
症
状
が
出
ま

す
。
感
染
源
と
接
触
し
て
か
ら
症
状
が
出
る
ま

で
の
潜
伏
期
間
は
２
週
間
が
お
お
く
、
約
１
ヵ

月
間
続
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

℃
以
上
の
発
熱
を
生
じ
、 

℃
以
上
に
上

が
る
時
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
朝
は
微
熱
、
夜

は
高
熱
と
言
う
発
熱
の
仕
方 

も
特
徴
で
す
。
頭
痛
、
寒
気
、 

全
身
倦
怠
感
、
食
欲
不
振
、 

腰
痛
、
背
部
痛
も
あ
り
、
下 

痢
、
吐
き
気
、
嘔
吐
と
い
っ 

た
症
状
は
少
な
い
と
言
わ
れ 

る
病
気
で
す
。
ま
た
、
脈
拍 

数
が
少
な
く
、
脈
が
乱
れ
た 

り
す
る
の
も
特
徴
で
す
。 

さ
ら
に
、
お
腹
や 

背
中
な
ど
に
、
直
径 

２
～
５
ｍ
ｍ
程
度
の 

薄
紅
色
の
発
疹
が
出 

現
す
る
事
も
あ
り
ま 

す
。
第
３
週
目
に
な 

る
と
病
気
の
回
復
の 

 

[

治
療] 

 

治
療
は
、
食
事
と
安
静
と
抗
菌
薬
で
行
い
ま

す
。
症
状
が
あ
る
場
合
は
、
原
則
と
し
て
入
院

治
療
と
な
り
ま
す
。
小
腸
に
潰
瘍
が
で
き
る
の

で
、
下
痢
は
な
く
て
も
消
化
の
よ
い
食
事
を
と

り
、
安
静
を
守
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
熱
が
な

く
な
れ
ば
退
院
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
が
、
解

熱
後
１
週
間
く
ら
い
は
腸
出
血
の
危
険
が
あ

る
の
で
、
安
静
が
必
要
で
す
。 

服
薬
期
間
は
２
週
間
が
原
則
で
す
。
き
ち
ん

と
治
療
を
し
て
も
菌
が
残
る
こ
と
が
あ
る
の

で
、
治
療
が
終
わ
っ
て
か
ら
確
認
の
検
査
を
行

い
ま
す
。 

[

予
防] 

○
予
防
接
種 

 

発
展
途
上
国
へ
の
旅
行
で
は
、
必
ず
行
く
１

～
２
週
間
前
に
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
を
し

ま
し
ょ
う
。 

○
摂
取
す
る
水
に
注
意 

 

煮
沸
さ
せ
た
水
で
な
い
限
り
、
水
道
水
を
飲

ん
だ
り
、
食
物
を
洗
っ
た
り
、
歯
を
磨
い
た
り

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

○
生
の
食
物
を
食
べ
な
い 

 

ど
ん
な
食
物
で
も
完
全
に
火
が
と
お
り
、
有

害
な
細
菌
が
除
去
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。 

○
食
事
前
は
十
分
に
手
を
洗
う 

ど
の
よ
う
な
病
気
？ 

 

腸
チ
フ
ス
は
チ
フ
ス
菌
（
サ
ル
モ
ネ
ラ
食
中

毒
を
引
き
起
こ
す
同
じ
属
の
バ
ク
テ
リ
ア
）、

パ
ラ
チ
フ
ス
は
パ
ラ
チ
フ
ス
Ａ
菌
の
感
染
に

よ
っ
て
お
こ
る
全
身
性
疾
患
で
す
。 

菌
に
汚
染
さ
れ
た
食
べ
物
や 

水
、
手
指
を
介
し
て
口
か
ら
感 

染
し
ま
す
。
ヒ
ト
に
し
か
感
染 

し
な
い
の
で
、
衛
生
状
態
が
よ 

く
な
る
と
発
生
数
は
少
な
く
な 

り
ま
す
。 

日
本
国
内
で
は
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、

発
展
途
上
国
で
は
ま
だ
あ
り 

ふ
れ
た
病
気
で
す
。
現
在
で 

は
ア
ジ
ア
地
域
や
ア
フ
リ
カ 

等
の
海
外
旅
行
で
か
か
っ
て 

く
る
人
が
多
い
の
で
す
が
、 

輸
入
食
品
を
介
し
て
感
染
す 

る
危
険
も
あ
り
ま
す
。 

感
染
症
法
で
は
、
国
内
で
も
監
視
が
必
要
な

３
類
感
染
症
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

[

３
類
感
染
症] 

 

病
気
に
か
か
っ
た
場
合
の
重
篤
性
か
ら
判

断
し
て
、
危
険
性
は
高
く
な
い
が
、
特
定
の
職

業
へ
の
就
業
に
よ
っ
て
集
団
発
生
を
起
こ
し

え
る
感
染
症
で
す
。
コ
レ
ラ
、
腸
管
出
血
性
大

腸
菌
感
染
症
、
細
菌
性
赤
痢
、
パ
ラ
チ
フ
ス
、

腸
チ
フ
ス
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。 

 

兆
し
も
あ
り
ま
す
が
、
危
険
な
合
併
症
も
お
こ

し
や
す
い
時
期
で
も
あ
る
の
で
、
十
分
注
意
が

必
要
で
す
。
第
４
週
目
に
な
る
と
、
熱
が
上
が

っ
た
り
下
が
っ
た
り
し
な
が
ら
、
数
日
で
平
熱

に
戻
り
ま
す
。 

 

 

三木
み き

 孝
たかし

（総務） 

今年の 4月より総務で勤務しております三木孝と申します。 

この度、ご縁がありまして皆様と一緒に働かせていただくことになしました。 

裏方ではありますが、皆様の業務が円滑に進むよう努力してまいります。 

ご迷惑、ご不便をおかけすることもあろうかと思いますが、これからよろしく

お願い致します。 

福家
ふ け

 博子
ひ ろ こ

（総務） 

今年の 5月から総務で勤務させていただいております福家博子です。 

まだ慣れないことばかりで、周りの方々に教えていただきながら業務を進めて

います。 

少しでも皆様のお役に立てれるように励みますのでどうぞよろしくお願いいた

します。 

 

 

治
療
と
予
防 

検
査
と
診
断 

 
 

海
外
か
ら
帰
国
後
１
カ
月
以
内
に
発
熱
が

３
日
以
上
続
く
場
合
は
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

診
断
の
決
め
手
は
血
液
か
糞
便
か
ら
菌
を

検
出
す
る
こ
と
で
す
。
菌
の
検
出
に
は
少
な
く

と
も
２
〜
３
日
は
か
か
り
ま
す
。 

診
断
が
確
定
し
た
ら
、
医
師
は
保
健
所
に
届

け
出
ま
す
。
発
病
２
週
間
以
内
で
は
白
血
球
数

は
正
常
か
増
加
す
る
例
が
多
く
、
Ａ
Ｓ
Ｔ
（
Ｇ

Ｏ
Ｔ
）、
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
Ｇ
Ｐ
Ｔ
）
な
ど
の
肝
酵
素

が
病
初
期
か
ら
上
昇
し
ま
す
。 

[

Ａ
Ｓ
Ｔ
と
Ａ
Ｌ
Ｔ] 

 

酵
素
の
一
種
で
、
心
臓
の
筋
肉
や
骨
格
筋
、

肝
臓
に
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
心
臓
や
肝
臓

な
ど
の
臓
器
に
な
ん
ら
か
の
障
害
が
あ
る
と
、

血
液
中
に
漏
れ
出
し
て
き
ま
す
。 

  

海
外
渡
航
歴
が
あ
る
場
合
に
は
、
マ
ラ
リ

ア
、
デ
ン
グ
熱
、
Ａ
型
肝
炎
な
ど
と
の
区
別
が

必
要
で
す
。
国
内
で
は
ま
れ
な
疾
患
で
す
が
、

原
因
不
明
の
発
熱
が
続
く
場
合
に
は
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。 
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症
状 

 

    

 

津田
つ だ

 浩史
ひ ろ し

（総務） 

今年の 4月より総務で勤務させて頂いております津田浩史と申します。 

経理や勤怠に関する業務を担当させていただいております。 

早く仕事を覚えて、少しでも多く皆様のお役に立てるよう努めます。 

どうぞよろしくお願い致します。 

豊富な EPAと DHAで糖尿病・認知症予防に『キビナゴ』 
 

給食 

【材料】 キビナゴ・・・２００ｇ、ゴマ・・・少々、片栗粉・・・少々、 

Ａ・・・しょうゆ・酢・砂糖・・・各大さじ１．５、みりん・・・大さじ１、鷹の爪・・・少々 

【作り方】 1.キビナゴは洗って水を切り丸ごと片栗粉をまぶして油で揚げる 

2.Ａの調味料を合わせておく 

3.揚げたキビナゴの油を切ってフライパンに入れ２で合わせた調 

味料Ａを絡めゴマをふりかけ出来上がり♪ 

【雑学】キビナゴとイカナゴ、姿形は似ていますが全く別の種類です。キビナゴ

は鹿児島県近海など南日本に多く、イカナゴは北日本の海に多く生息し

ます。「くぎ煮」はイカナゴを佃煮にしたものです。また、東京で「コ

ウナゴ」と呼ばれるのはイカナゴのことです。 ●●● 

 

●●● 

 

甘辛キビナゴ 

 


